



Support for survival of the tanning industry:
A case study of Higashi-sumida in Sumida-ku, Tokyo
岡田　伊代
〈abstract〉
The tanning industry, which is associated with tanning and other 
related processes, is the initial stage of leather production. Many tanneries 
are managed by family-run companies in small or medium scale factories 
and have been developing as a local industry. The premises of these 
factories usually occupy a specific region because tanning requires large 
amounts of water in the manufacturing process. 
Local industries as part of modern industry established in small and 
medium-sized factories are studied in economics, geography and 
architecture. These studies show the reasons for the continuance of the 
local industry by analyzing the situation of small and medium-sized 
factories affected by the economic situation and the geographic 
mechanisms of the region. Meanwhile, research in the practices and 
techniques have been conducted in folklore. However, such research on 
factories and the area responsible for the modern industrial development 
is new, and this research tends to neglect the origins of the region.
This paper focuses on the tanning industry as an example of a modern 
industry supported by small and medium-sized factories. I elucidate the 
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interprofessional relationships in the production process and related 
workers in the industry or in factories focusing on the tannery production 
process. The factors of industrial sustainment are also discussed by 
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ころ、B 社にも問い合わせがあった。最初はうれしく思っていた B 氏であっ
たが、クリエーターが方々への連絡等を怠ったため、トラブルが起き、B 社
もそれに巻き込まれてしまった。B 氏が事の重大さをクリエーターに説明す
るも、クリエーターの問題の大きさへの理解が不十分であったため、ともに
仕事をすることを辞めざるをえなかった。このような「よほどのこと」がな
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い限りはツキアイが続くという。
経営者は仕事関係とも個人関係とも分類しがたい、両面的な関係であるツ
キアイを、血縁によって個人的に継承していく。そして、世代が替われば継
承されてきた土台はあれどもまた新たに関係性を作る必要がある。それは以
上のような関係の他にも「子供のころから知っている近所のおじちゃん（31）」
と仕事のツキアイを構築することもあれば、「働き出してから出会った他の
会社の同年齢の職人や経営者同士で仕事以外にも仲の良い（32）」ツキアイを
つくることもあるのだ。工場の中でも、それは同様である（33）。
これらは、先述した川崎らが指摘する「縁故に基づく信頼」に相当する関
係類似しているが、東墨田のタンナーたちは個人同士の関係であることが重
視されている。そして、相手の品物が良く組織として信用があっても、人と
して信じられない相手とはツキアイは存続できないのである。では、この両
者をつなぐ信頼は現実にはどのような形で現れるのか。
第３節　ツキアイのなかのユルサ
Ｆ氏は、手書きではない書類が少ないことを筆頭に、仕事の仕方に対して
否定的な言い回し、前述したような事柄に対しては「ゆるい」「なあなあ」「低
レベルな業界」としきりに皮肉る。また、雇用者は知り合いや親戚などの知
人であることが多いという。これは問屋業界ではどこも同じであり、Ｆ氏は
これも皮肉る対象とする一方で、一緒に働くたった一人の従業員（34）のこと
は「にこいち」であるとし欠かせない存在だとしている。
前章でＡ氏が提示した国外メーカーとの納期延長の事例は、見方によって
はユルイということができるだろう。しかし、A 氏はそれを信頼の証であ
るとしている。Ｅ社も動物の発育状態の関係で納期の遅れが発生すること大
前提として了承しているが、Ｅ氏親子のいう「友達のような関係」のファー
ムとタンナーの繋がりが、そのような許容範囲を可能にしていると考えられ
る。Ｃ社と屠場の関係も、納品の前日に突然連絡するというのは、受け入れ
態勢を作る準備などもあるためあまり好意的な口ぶりでは語られない。しか
し、それでもこのような仕事の仕方は容認され、関係する職人たちの間で継
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続されてきた。
これらのユルサと称される事柄は工場の中にも存在している。例えば、Ｃ
社では出勤時刻が５～10分程度遅れる者がいたり、現場では作業の合間をみ
て適宜にたばこを吸ったり水分補給をしたりして休憩を取っている。逆に、
仕事はマニュアル通りの製造方法では対応できず、職人たちはその日の気温
や水温や皮の状況によって、使用する薬品の量を細かく調節する必要があ
る。それらは職人たちの経験によって判断されることである。さらに、盆休
みなどの休暇時期でも処理の必要のある生の皮が仕入れられれば工場へ出て
来るし、途中になっている仕事が心配で休日に仕事へ来る職人もいる。その
日の業務内容によっては、出勤時間の何時間も前から来て仕事をすることも
ある。職人の仕事は外部者から見ると工場内の単純な肉体労働のようにみえ
るが、実はそうではなく、試行錯誤をし続けなければならないのである。現
場では、品質維持や仕事ぶりがきちんと発揮されていれば、それ以外には比
較的寛容であるといえる。また、戦後から高度経済成長期ごろまでの多くの
職人は工場やその周辺に住み込み、同僚と同じ釜の飯を食べて、昼夜を問わ
ず仕事をして生活していた。10代半ばから後半の若くして就職した者たちに
とって、工場の社長夫婦は親代わりで、会社が家族のような機能を果たして
いたこと（35）が単なる経営者と従業員以上の関係を作っていたことも、彼ら
の仕事の仕様が容認されてきた理由の一要因であると考えられる。
つまり、彼らがユルサと称するものは、製品の質を厳しく求められること
に対しての柔軟な仕事の仕様ではないか。そして、長いツキアイの中でその
柔軟なやり方でもきちんと製品を仕上げられることが分かっているため、そ
のような状況が容認されてきたと考えられる。
第４節　製造工程に内在する関係性
製鞣革業の製造工程には、一度でも仕事をした会社との繋がりを断っては
いけないという暗黙のルールが存在している。そして、そのルールに則り多
くのタンナー達が親の作ったツキアイを継承し、自身で作ったツキアイを大
切にしながら仕事をしている。また、その関係はユルイと称される商売の方
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法の上に成り立っている。
ツキアイが肯定的な評価を受けるのに対して、ユルサは否定的な評価を受
ける。しかし、ツキアイが信頼関係になる過程でおいて、相反するユルサの
作用は大きいと考えられる。このくらいのいい方で伝わっているだろう、自
分の希望した品物を作ってくれるだろう、という期待が必要最低限の用件の
みを電話で告げたり、メモ書きのような注文票を作ったりする根源であると
分析されるからである。また、納期を多少変更してくれるのも、仕事現場で
の振る舞いに寛容さを垣間見ることができるのも、ユルサと称しながらそれ
は相手への信頼が根源にあるからである。相手への期待が顕在化した１つの
状況が製鞣革業に存在するユルサであり、このユルサが信頼であるために
ワープロを使った注文票を作成しなくても仕事が円滑に進むことや、納期変
更などの問題を柔軟に対応することができているのである。そして、そのユ
ルサという信頼では解決できない事柄にのみ、関係が断たたれているのであ
る。
第４章　関係性が支える製鞣革業の存続構造
３章で分析した製造工程に内在する関係の実態とは何か。そして、それら
はどのように製鞣革業に影響をもたらしているのだろうか。
第１節　ツキアイという関係
ツキアイとは一般的に、社会的に対等なもの同士の互酬的な交渉を指す
が、本家分家関係の間の儀礼化されたやりとりを本分家のツキアイと称した
り、村の共同作業への出役をツキアイとみなしたりする用法もあって、広義
には様々な交渉関係が含まれる。ツキアイで何かをすることによって、お互
いの関係を確認し、より強固なものにしようとするところにツキアイの本質
がある。ツキアイを適切に行う事は人間関係を維持するために不可欠であ
り、社会生活の規範として求められることである［福田アジオ 1999 123-
124］。
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このツキアイの定義を本稿の事例と比較すると、話者の全員が親からのツ
キアイを継承し、そのツキアイを原則として大切していることが覗える。そ
して、世代が替わると既知の仲でも、新たに個人間での人間性や仕事への信
頼を形成していく。そしてツキアイを継続することで相手との信頼関係を構
築するという、ツキアイと信頼の相互関係が確認できる。
これまで民俗学が定義してきたツキアイのように、客（問屋やメーカー）
と発注先（タンナー）という関係におけるやりとりは業界の中で、人間関係
を維持するには不可欠なものである。それでは、タンナーたちにとってのツ
キアイとは一体何なのか。
先述したとおり、話者達はこの関係を「取引」「仕事関係」「縁」などと呼
ばない。そして、信頼関係は個人間で成り立つという。ここに、この仕事関
係と個人関係との中間のような関係をツキアイと称していると考えることが
でき、それは①個人の人間性に対する信頼と、②個人の仕事のやり方に対す
る信頼（36）と、③親から譲り受けているという信用であるということ、の３
つによって成立しているものである。また、自身が作ったツキアイに関して
は関係形成者の責任感が強く伴っている。
つまり、タンナーや問屋などの関連業者達は、単なる仕事関係とも個人関
係とも割り切ることのできない関係性であるツキアイを親から継承し自分達
で構築し、その関係を大切にしながら家業や仕事を継続させている。ツキア
イはユルサという柔軟さの上に成立する。仕事関係と個人間での仕事の場面
だけにとどまらない相互理解が出来ている特性を併せ持ち、その両方を使い
分けながら時には混合しながら継続してきた関係なのである。
第２節　ユルサの実態
タンナー達は今でも東墨田においてタンナーとして仕事が存続できている
理由に、①立地要因（対メーカー・問屋）（37）②立地要因（地域内の事情）（38）
③メーカーや消費者の日本製品主義（39）の３つを上げている。①②は地理学
による定説で、③は自己の持つ技術力の誇りだ。他社との信頼関係を非常に
大切にする一方で、会社の存続理由として挙げる者はいなかった。当事者達
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にとっての会社同士の繋がりは、これらの理由があって初めて成り立つもの
と考えられている可能性がある。
しかし、彼らが自己の業界や仕事ぶりなどを表すときの「ユルイ」という
特性は、本人達が考える以上に製造工程を支えている。従業員タンナーの中
には自分の職場である工場の外見を揶揄する（40）、あるいは経営者が家業的
経営やそれゆえの現場の職人が経営や事務仕事を兼ねる現状を「企業になり
きれていない」「会社なのかわからない」として否定的に表することがある。
しかし、このユルイ状況が継続できるのは長年のツキアイによる信頼関係が
あるためで、柔軟な対応ができるからではないか。「なかなかデジタル化し
ない」「会社っぽくならない」でいられるのは、家内制工業としての側面を
持ち続ける経営者と従事者たちが仕事をきっちりとこなす関係を長い年月を
かけて形成出来ているからである。つまり、ユルサによる柔軟性を生んでい
るのは、個人間の相互の期待で、それは従来の組織間信頼では説明できない。
ツキアイは経営者同士、あるいは経営者と従業員といった個人同士で築か
れ、相手の人間性や仕事ぶりを含めて作られる信頼なのである。だから先述
したように、話者たちはツキアイを信頼に換言できるのである。そして、過
度な仕事関係でも個人関係でもないツキアイという柔軟な関係が、事例のよ
うに相手の仕事の事情を考慮し、ともに仕事をする機会が減少しても繋がり
を断たない状況を生み出している。暗黙のルールの効果もある一方で、利益
を求める中でも個々の人間関係を守ることが、中間業者や外注業者の存続を
も助けているのではないか。企業になりきれないのも、家業経営であること
も、当事者や調査機関が指摘するほど悪いことではなかったのではないか。
むしろ、その事業形態が仕事以外の場面でも関わりを持つことを可能にし、
相手を見究めた上でのツキアイを可能にしてきた。個人としっかり関われる
ことが、ユルサという相手への許容量の幅を拡大させ、問題が起きたときに
は緩衝剤の役割を果たし、業種の維持に繋がっていると考える。
第３節　製鞣革業における存続を支えるもの
以上、タンナーを中心とした製造工程に存在するツキアイとそれを支える
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ユルサは、この業種の存続構造を支えるものである。
タンナーや関連業種は親から子へツキアイを受け継ぎ、代替わりごとに再
構成してきた。1960年代に流行した流通革命によって中間業者を軽視するほ
かの業界と異なり、タンナーらは問屋を飛ばさず交渉を続ける慣行を長い間
継続させて仕事を行ってきた。そして問屋力が落ちた、とされる現状におい
ても多くのタンナーは問屋との繋がりを継続している。業界内の暗黙のルー
ルと、それに伴う関係性をタンナーが問屋やそのほかの様々な関連業種と築
き、維持し発展させてきたことが製鞣革業の特色である。
経済状況や政策の転換などの危機に直面しながらも、この関係を断たな
かったのはタンナー達が東墨田で仕事を存続する上で、重要であったからで
あると考える。そして、このツキアイの考え方は、相手が問屋からクリエー
ターに代わっても、ジカになっても同様の考え方の上で維持し続けられてい
る。今後、外注業者が減り一社ですべての業務を担当するようになっても、
工場の中で同様の関係が維持されることが推測できる。タンナー達のツキア
イは相手が変化しても存在する、個人間での相互の期待が可能にする柔軟性
であるユルサをもって作られる関係性である。仕事面への信用と、個人間で
の期待によって作られる広い許容範囲がツキアイの構成要素である。一件真
逆の存在に見えるツキアイとユルサは密接な関係を持っていおり、仕事をす
る上で両者が様々な人同士の関係に介在することで、製鞣革業の存続をささ
えてきたのである。
おわりに
職人的な性格を持つ職工が多く従事してきたとされる中小規模の工場を中
心とした製造構造を、製鞣革業を事例に概観し、そこに存在する関係を明ら
かにすることで、当業種の存続構造がツキアイという信頼に裏付けられた信
頼関係性であることを論じた。そして、そのツキアイが単なる仕事関係とは
異なった友達や家族のような関係を包括するために、相手への許容量が増え
それがユルサとして行動や仕事の仕様に現れているのである。ユルサは単な
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る他人に対してより大きな許容量のことであり、相手の人柄が分かっている
からこその期待なのである。
本稿は業界内の皮革産業に従事する人たちを中心に論じた者であり、彼ら
の仕事が存続できている理由はこれだけでは立証できない。消費者までの流
通や需要、そして地域で共に生活する非産業従事者や元産業従事者達との関
係性を明らかにすることを、修士論文での課題とする。
注
（１） 中小企業庁　平成25年９月発表資料３-４頁より。
（２） 森恒雄（2002）の大田区、東大阪、浜松、西三河地区の報告の報告。
（３） 当地域はすでに筆者の卒業論文で調査対象地となっている。卒業論文においては、経済状
況や地域の構造などの状況変化に応じて従事者一人一人が最良の選択をした結果、地域に
おいて現在に至るまで皮革に関わる業種が継続できていることが明らかになった。本稿で
は、課題となっていた彼ら個人の選択に同業者や関連業従事者たちがどのような影響を与
え合ってきたのかを、タンナーを中心とするつながりの中から論じるものである。
（４） Ｃ氏兄妹は工場で働く女性におむつを替えてもらったり、一緒に遊んでもらったという。
（５） 今回対象とはしていないが、現在とあるタンナーの娘（Ｇ氏）は小さいときにかわいがっ
てもらった周辺地域の加工会社の社長（Ｈ氏）と仕事をしている。
（６） Ｃ社工場長の聞き取りより。工場長はＣ社で働いていた父を持ち、小学生のころは放課後
はタンナーから余った豚の尻尾をもらって、それを油屋で挙げてもらっておやつにする、
というのが日常であったという。
（７） 地域内のとあるタンナーの亡くなった父は、地区内でタンナーになった幼馴染である同級
生たちと同期会を組んで勉強をしていたという。
（８） 製革産業産地振興協議会会員名簿からの抜粋で染革業も含まれるが、1981年にはハラ社の
タンナーあるいは染革業社があった。［木下川沿革史研究会2005：19］。
（９） 産業・教育資料室きねがわの展示、及び資料室管理者からの聞き取りより。
（10） 浄化槽の設置に巨額の費用がかかったため、タンナーをやめて外注業者へと転業した会社
がいくつかある。
（11） Ｅ氏聞き取りより。日本国内に６社、その内５社は東京都内にある。
（12） Ｂ氏、Ａ氏聞き取りより。
（13） Ａ氏、Ｂ氏、Ｃ氏聞き取りより。
（14） 屠場から直接皮を仕入れる権利は獲得するために大変な苦労を要すという。屠場からの皮
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は脂が取られていないなど未処理なのでタンナーたちにその手間がかかるが、原皮商から
購入するよりも安価である。タンナーらは状況に応じてこの権利を金銭で売り買いするが、
大変貴重であるためにトラブルのもとになることが多い（Ｃ氏、Ｄ氏聞き取りより）。また、
かつては皮とともに内臓や足も一緒に送られてくる契約であったので、それらをタンナー
が専門業者に売ることで収入になっていた（Ｄ氏聞き取りより）。
（15） それまでの経営者家族の仕事は、お茶くみや経理などの内勤であった。
（16） Ｄ氏聞き取りより。Ｄ氏も輸出用の皮革の製造から撤退した一人である。
（17） クリエーターやデザイナーと呼ばれる人達は、調査地では職人とは異なり自らブランドを
立ち上げ、デザインをし、販売をする人のことを指す。彼らは駆け出しであることが多く、
専門知識があまりない者もいる（Ｂ氏より）。
（18） Ｇ氏はＢ氏のように問屋利用歴のないクリエーターと直接皮革素材を作っている。事情を
知らない問屋に文句をつけられても「あなた達がこの客の希望に合う品物を見つけること
が出来なかったから自分が面倒を見ているのだ」と主張できるという（東墨田周辺加工業
者聞き取りより）。
（19） Ｆ氏聞き取りより。
（20） Ｆ氏聞き取りより分析した。かつての整備されていなかった東墨田へ初めて訪れた時Ｆ氏
は地面に浮かぶ脂や、生の皮が行き交う街並みに大変驚いたという。
（21） （13）に同じ。
（22） 切り抜いてほしい型の図が印刷された紙の上に手書きで枚数や色の希望が書かれている、
あるいは手書きの文字のみのものなどである。
（23） （６）に同じ。
（24） Ａ氏聞き取りによる。
（25） Ｄ氏聞き取りより。
（26） 東墨田周辺の皮革表面加工業者からの聞き取りより。
（27） 今回事例には挙げていないが、八広の皮革の表面加工業者も同じように話し、問屋をそこ
まであてにできないのでほかの問屋へ色見本を持って営業に回るという。
（28） Ｂ氏聞き取りより
（29） 他タンナーからの聞き取りより。
（30） Ａ氏聞き取りより。
（31） Ｈ氏とＧ氏の関係。
（32） Ｄ氏とＧ氏の関係。二人は同い年で、あだ名で呼び合う仲である。どのような仕事をして
いるのか以外にも、日常生活で相手がどんなことをしたかなどを良く知っている。
（33） Ｃ氏とその工場の職人たちの関係。
（34） Ｆ氏はその従業員と子供の父兄の関係で知り合いになった。独立にあたって、ちょうど従
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業員も育児が少し落ち着いたため働き先を探しておりＦ氏のもとで経理など業務をこなし
ている。
（35） Ｃ社で働くＳ氏（69才・女性）は茨城から就職した。40年以上勤続している。入社当時、
会社では仕事が忙しく同僚とゆっくり話す余裕がない一方で、３か月に１回は合同の誕生
日会を開いたり、定期的に外食へ連れて行ってもらったり、慰安旅行へ行ったりしたとい
う。また、成人式の際には社長夫人にデパートへ連れて行ってもらい振袖を買ってもらい
実家へ帰省した。困った時にはなんでも相談し、彼女にとっての会社は家族であり理解者
であり「こんなにいい職場はない」という。
（36） 職人が多い会社であれば、経営者の職人への指導力や経営者が優秀な職人を束ねているこ
とへの信頼も含まれると考えられる。
（37） Ｂ氏、Ａ氏、Ｃ氏聞き取りより
（38） Ｃ氏、Ｄ氏聞き取りより
（39） Ａ氏、Ｃ氏、Ｆ氏、Ｅ氏聞き取りより
（40） タンナーの多くの工場が建て増しをしながら拡張しているため正方形や長方形といった形
をしておらず、トタンや板を使った建物の接続部分に隙間があり雨風に弱い。
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